





























 関西外国語大学留学生別科では、2008 年秋学期（9 月～12 月）より中級後期
日本語クラス（日本語 6: Japanese 6、以下、JPN6）のメインテキストとして、モジ
ュール型教材の開発プロジェクトが新たに始まり、それ以降、毎学期、新しい教
科書の試用と試用教材についての留学生へのアンケート調査が続けられている。
このプロジェクトは、2014 年、IRI の共同研究にも採択され、それ以後 4 年間、学
生へのアンケートの調査結果を分析し、それに基づき、教材の改訂も続けられて




ル（JPN1 ～ JPN4：初級テキスト『げんき I』、『げんき II』使用）を 4 学期で終
え、中級前期レベルで 1 学期間（JPN5：90 分授業を週 3 回で 5 週間）の学習歴が
ある学生が対象である。学生の学習歴は、勿論、世界各国それぞれの機関によっ






















































































2008 年～2013年：2008 年度の新教科書のユニット 1 は、当時、日本の学生の間で







































3. 2016年度のアンケート調査結果からの問題点と 2017 年度の改訂作業 
 2016 年度のアンケート調査においては、ユニット 5 について「内容がいい」の評









化に対するコメントが散見された。“something connected to culture” 、“the topics 
related to Japanese culture and society” 、“Traditional culture” 、“Japanese traditions seen 
today in daily life like Giri, Amae, Senpai-Kouhai” といったものがその具体的なもの
である。また、旅行に関する関心も根強く高く、“Japanese tourist attractions, hidden 
treasures”  や“Famous Japanese places” 、“Traveling” 、“Geography, for example, 












 図 1 と図 2 が実際の JPN6 のユニット 5 の本文ダイアログの抜粋である。図 1 が
改訂前の「インターネットは人類を幸せにしたか？」の本文ダイアログの「会話 2」

































 今回の調査の対象となった学生は 2017 年秋学期（9 月～12 月）の JPN6 の全学生
である。アンケートは、学期がほぼ終了する 11 月に授業時間の終わりの 15 分程度




 調査は、以前の調査（宮内 2015 他）と同じく、教科書全体に対する質問（3 問）










図 2 改訂後の本文ダイアログの一部（「関西は好きですか？」） 
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 教科書全体に対する感想の結果が図3である。質問の「The packets of JPN6 are good 
as a whole.」に対して、“strongly agree”, “somewhat agree”, “neutral”,“disagree”, “strong 
disagree”  の 5 段階で答えるものである。これを見ると、“strongly agree” と 
“somewhat agree” を合わせて 87%の学生、つまり、回答者 15 名中 13 名が「良い」
という評価であった。また、「まあまあ」の評価と考えられる“neutral” の回答は 2




れており（宮内 2015 他）、JPN6 の Packets が全般的には学生間で評判のよい教科書
であると言って良いであろう。 
 次に、それぞれのトピックの「面白さ」についてユニット間の比較をしたグラフ
が図 4 である。質問は、「トピックはおもしろいと思う（The topic is interesting）」に
対して、先程と同様に 5 段階で答えたものである。このグラフでは、“strongly agree” 
と “ somewhat agree” を合わせて” agree” とし、“strongly disagree” と “somewhat 



















ており、さらに、“neutral” の回答数が 8 名 （53.3%）で、“agree” および “disagree” 














 ユニット 1 は「LINE、やってる？」というタイトルで、2014 年秋学期に入れ替











 そして、SNS が世界的に広がっている現状においては LINE が学生にとって目新














高さとなった（回答者 15 名中 14 名が“agree” : 93.3%）。「今後取り上げて欲しいト






する質問である。質問は、「ダイアログの内容はいいと思う（The content of the 
dialogue is interesting）」に対して、先程と同様に 5 段階で答えたものである。ここ















ット 1 に対する“neutral” が“agree” を上回るといった状況は見られず、「内容は















































 “ Travel/ Transportation” , “ Housing”   
  “ Keigo” , “ Kansai_ben”   
  「職場での会話（敬語）」、「もっと関西弁について」  
  “ Kansai vs Kanto” , “ Keigo”  
  「敬語」  
  “ Japanese dating culture” , “ Japanese Sports”  
  「差別」  
  “ more more more detailed Kansai_ben”   
 
表 1 「今後取り上げて欲しいトピック」（一部） 
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